
(57)【要約】

【課題】　小麦依存性運動誘発アナフィラキシーを被験

者の負担が少なくかつ高感度で診断できるようになるこ

と。

【解決手段】　小麦依存性運動誘発アナフィラキシーの

in vitro診断に際しての、ＨＭＷ－グルテニンの使用。

または、小麦依存性運動誘発アナフィラキシーのin vit

ro診断に際しての、ＨＭＷ－グルテニンおよびω－５グ

リアジンの使用。または、小麦依存性運動誘発アナフィ

ラキシーのin vitro診断に際しての、配列番号１～３に

記載の３種のペプチドすべての使用。または、小麦依存

性運動誘発アナフィラキシーのin vitro診断に際しての

、配列番号１～１０に記載の１０種のペプチドすべての

使用。または、小麦依存性運動誘発アナフィラキシーの

in vitro診断に際しての、少なくとも配列番号２，３，

４および５に記載の３種のペプチドすべての使用。

【選択図】図８
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 即 時 型 小 麦 ア レ ル ギ ー の in vitro診 断 に 際 し て の 、 Ｈ Ｍ Ｗ － グ ル テ ニ ン の 使 用 。
【 請 求 項 ２ 】
　 即 時 型 小 麦 ア レ ル ギ ー の in vitro診 断 に 際 し て の 、 Ｈ Ｍ Ｗ － グ ル テ ニ ン お よ び ω － ５ グ
リ ア ジ ン の 使 用 。
【 請 求 項 ３ 】
　 即 時 型 小 麦 ア レ ル ギ ー の in vitro診 断 に 際 し て の 、 配 列 番 号 １ ～ ３ に 記 載 の ３ 種 の ペ プ
チ ド す べ て の 使 用 。
【 請 求 項 ４ 】
　 即 時 型 小 麦 ア レ ル ギ ー の in vitro診 断 に 際 し て の 、 配 列 番 号 １ ～ １ ０ に 記 載 の １ ０ 種 の
ペ プ チ ド す べ て の 使 用 。
【 請 求 項 ５ 】
　 即 時 型 小 麦 ア レ ル ギ ー の in vitro診 断 に 際 し て の 、 少 な く と も 配 列 番 号 ２ ， ３ ， ４ お よ
び ５ に 記 載 の ４ 種 の ペ プ チ ド す べ て の 使 用 。
【 請 求 項 ６ 】
　 小 麦 依 存 性 運 動 誘 発 ア ナ フ ィ ラ キ シ ー の in vitro診 断 へ の 使 用 と し た こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 使 用 。
【 請 求 項 ７ 】
　 Ｈ Ｍ Ｗ － グ ル テ ニ ン を 抗 原 と し て 使 用 し た 即 時 型 小 麦 ア レ ル ギ ー の 診 断 キ ッ ト 。
【 請 求 項 ８ 】
　 ω － ５ グ リ ア ジ ン お よ び Ｈ Ｍ Ｗ － グ ル テ ニ ン を 抗 原 と し て 使 用 し た 即 時 型 小 麦 ア レ ル ギ
ー の 診 断 キ ッ ト 。
【 請 求 項 ９ 】
　 配 列 番 号 １ ～ ３ に 記 載 の ３ 種 の ペ プ チ ド す べ て を 抗 原 と し て 使 用 し た 即 時 型 小 麦 ア レ ル
ギ ー の 診 断 キ ッ ト 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 配 列 番 号 １ ～ １ ０ に 記 載 の １ ０ 種 の ペ プ チ ド す べ て を 抗 原 と し て 使 用 し た 即 時 型 小 麦 ア
レ ル ギ ー の 診 断 キ ッ ト 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 少 な く と も 配 列 番 号 ２ ， ３ 、 ４ お よ び ５ に 記 載 の ４ 種 の ペ プ チ ド す べ て を 抗 原 と し て 使
用 し た 即 時 型 小 麦 ア レ ル ギ ー の 診 断 キ ッ ト 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 即 時 型 小 麦 ア レ ル ギ ー が 小 麦 依 存 性 運 動 誘 発 ア ナ フ ィ ラ キ シ ー で あ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ７ ～ １ １ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 診 断 キ ッ ト 。
 
 

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 即 時 型 小 麦 ア レ ル ギ ー の 診 断 方 法 に 関 し 、 特 に 、 小 麦 依 存 性 運 動 誘 発 ア ナ フ
ィ ラ キ シ ー に 対 す る 高 感 度 の in vitro診 断 が 可 能 な 即 時 型 小 麦 ア レ ル ギ ー の 診 断 方 法 お よ
び 診 断 キ ッ ト に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 重 篤 な 即 時 型 ア レ ル ギ ー を 引 き 起 こ す 食 物 ア レ ル ギ ー の 原 因 と し て 、 小 麦 は 、 卵 ， 乳 製
品 に 続 い て ３ 番 目 に 患 者 数 の 多 い 食 物 と し て 知 ら れ て い る 。 そ の 症 状 と し て は 、 全 身 の か
ゆ み 、 お う 吐 、 喘 息 や 腸 炎 と い っ た も の が 挙 げ ら れ る 。 ま た 近 年 、 食 物 を 摂 取 す る の み で
は 症 状 が 誘 発 さ れ ず 、 食 物 摂 取 後 の 運 動 や 非 ス テ ロ イ ド 性 消 炎 鎮 痛 薬 の 内 服 な ど の ２ 次 的
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要 因 が 加 わ る こ と に よ り 重 篤 な 症 状 が 誘 発 さ れ る 、 い わ ゆ る 食 物 依 存 性 運 動 誘 発 ア ナ フ ィ
ラ キ シ ー が 存 在 す る こ と が 明 ら か に な っ て き た 。 そ し て 、 食 物 依 存 性 運 動 誘 発 ア ナ フ ィ ラ
キ シ ー の 原 因 食 物 と し て は 、 小 麦 が 最 も 多 く 報 告 さ れ て い る （ 非 特 許 文 献 ２ ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 に 、 ２ 次 的 要 因 を 必 要 と す る 食 物 依 存 性 運 動 誘 発 ア ナ フ ィ ラ キ シ ー に 関 し て は 発 見 お
よ び 確 定 が 困 難 で あ る の で 、 病 気 の 確 定 診 断 方 法 と し て 、 患 者 を 入 院 さ せ 、 小 麦 製 品 の 摂
取 と 運 動 や ア ス ピ リ ン の 内 服 と を 組 み 合 わ せ た 負 荷 試 験 を 行 い 、 実 際 に 症 状 が 再 現 さ れ る
か ど う か を 確 認 す る 方 法 が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 非 特 許 文 献 １ 】 松 尾 裕 彰 ， 他 9名 ， 「 Identification of the IgE-binding epitope in 
omega-5 gliadin, a major allergen in wheat-dependent exercise-induced anaphylaxi
s」 ，  The Journal of Biological Chemistry， 2004年 ， 279巻 ， 13号 ， p.12135-12140
【 非 特 許 文 献 ２ 】 望 月 満 ， 他 ２ 名 ， 「 食 物 依 存 性 運 動 誘 発 性 ア ナ フ ィ ラ キ シ ー 」 小 児 科 診
療  ２ ０ ０ ３ 年 ， ４ 月 　 第 66巻 ， 増 刊 号 ， P.39-43
【 非 特 許 文 献 ３ 】 Kati Palosuo 他 ７ 名 ， 「 A novel wheat gliadin as a cause of exerc
ise-induced anaphylaxis.」 ， Journal of Allergy and Clinical Immunology， 1999年 ，
103巻 ， 5号 ， P.912-917.
【 非 特 許 文 献 ４ 】 Kati Palosuo 他 ６ 名 ，  「 Wheat omega-5 gliadin is a major allerge
n in children with immediate allergy to ingested wheat.」 ， Journal of Allergy an
d Clinical Immunology，  2001年 ， 108巻 ， 4号 ， P. 634-638
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 の 、 特 に 食 物 依 存 性 運 動 誘 発 ア ナ フ ィ ラ キ シ ー の 確 定 診 断 方 法 に 至
っ て は 、 そ の 食 物 負 荷 試 験 の 性 質 上 、 試 験 中 に 被 験 者 が シ ョ ッ ク を 起 こ す 場 合 が あ る と い
う 本 質 的 問 題 点 が あ っ た 。 従 っ て 、 被 験 者 の 負 荷 が き わ め て 大 き い と い う 問 題 点 が あ り 、
さ ら に 、 入 院 が 必 要 で あ る 点 か ら も 被 験 者 の 負 担 が 大 き く な る と い う 問 題 点 が あ っ た 。 ま
た 、 症 状 が 再 現 さ れ な い 場 合 が あ る と い う 問 題 点 も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 小 麦 依 存 性 運 動 誘 発 ア ナ フ ィ ラ キ シ ー の 発 症 可 能 性 の 有 無 の 判 定 に 際 し て は 、 グ
ル テ ン 構 成 タ ン パ ク 質 で あ る ω － ５ グ リ ア ジ ン が 小 麦 依 存 性 運 動 誘 発 ア ナ フ ィ ラ キ シ ー の
原 因 抗 原 と し て 知 ら れ て い る た め （ 非 特 許 文 献 ３ ） 、 血 液 中 の グ ル テ ン 特 異 的 Ｉ ｇ Ｅ 抗 体
を 測 定 す る 診 断 方 法 が 存 在 す る 。 し か し な が ら 、 グ ル テ ン は 多 種 の タ ン パ ク 質 よ り 構 成 さ
れ て お り 、 ま た 、 小 麦 の 品 種 に よ っ て も そ の 成 分 含 量 が 異 な る 。 従 っ て 、 正 確 な 診 断 が で
き ず 、 結 局 上 述 し た 確 定 診 断 方 法 が 必 要 と な る と い う 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 非 特 許 文 献 １ に 記 載 の 本 願 発 明 者 ら に よ る 報 告 で は 、 ω － ５ グ リ ア ジ ン の い く つ
か の Ｉ ｇ Ｅ 結 合 エ ピ ト ー プ 配 列 を 特 定 で き た も の の 、 他 に も 存 在 す る は ず の 原 因 抗 原 お よ
び そ の エ ピ ト ー プ 配 列 が 特 定 で き て い な い 。 そ の 結 果 と し て 、 ω － ５ グ リ ア ジ ン 、 ま た は
、 そ の エ ピ ト ー プ 配 列 特 異 的 Ｉ ｇ Ｅ 抗 体 の 測 定 の み で は 、 小 麦 依 存 性 運 動 誘 発 ア ナ フ ィ ラ
キ シ ー 患 者 の 診 断 に も れ が 出 て し ま う と い う 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 上 記 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 小 麦 依 存 性 運 動 誘 発 ア ナ フ ィ ラ キ シ ー を
含 み 、 即 時 型 小 麦 ア レ ル ギ ー を 被 験 者 の 負 担 が 少 な く か つ 高 感 度 で 診 断 で き る よ う に な る
こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 小 麦 依 存 性 運 動 誘 発 ア ナ フ ィ ラ キ シ ー を 含 み 、 即 時 型 小 麦 ア レ ル ギ ー
を 被 験 者 の 負 担 が 少 な く か つ 簡 易 に 診 断 で き る よ う に な る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
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　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 願 発 明 者 は 鋭 意 検 討 の 結 果 、 特 に 、 小 麦 依 存 性 運 動 誘
発 ア ナ フ ィ ラ キ シ ー 患 者 で あ れ ば 、 グ ル テ ン 中 の 特 定 タ ン パ ク 質 、 す な わ ち 、 Ｈ Ｍ Ｗ （ Ｈ
ｉ ｇ ｈ 　 Ｍ ｏ ｌ ｅ ｃ ｕ ｌ ａ ｒ 　 Ｗ ｅ ｉ ｇ ｈ ｔ ） － グ ル テ ニ ン の 所 定 ア ミ ノ 酸 配 列 と ω － ５
グ リ ア ジ ン の 所 定 ア ミ ノ 酸 配 列 が エ ピ ト ー プ （ Ｉ ｇ Ｅ 反 応 部 位 ） と な り う る こ と を 突 き 止
め た 。 そ し て 、 患 者 に よ っ て は 、 片 方 の タ ン パ ク 質 （ 中 の 所 定 ア ミ ノ 酸 配 列 ） の み に 反 応
す る 場 合 も あ れ ば 両 方 の タ ン パ ク 質 （ 中 の 所 定 ア ミ ノ 酸 配 列 ） に 反 応 す る 場 合 も あ る こ と
を 突 き 止 め た 。 こ れ ら の 知 見 に よ り 、 本 発 明 は な さ れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 即 時 型 小 麦 ア レ ル ギ ー の in vitro診 断 に 際 し て の 、 Ｈ Ｍ Ｗ －
グ ル テ ニ ン の 使 用 で あ る 。 す な わ ち 、 請 求 項 １ に か か る 発 明 に よ れ ば 、 少 な く と も Ｈ Ｍ Ｗ
－ グ ル テ ニ ン が 発 症 主 原 因 で あ る 患 者 、 特 に 、 小 麦 依 存 性 運 動 誘 発 ア ナ フ ィ ラ キ シ ー 患 者
を 発 見 可 能 と な る 。 な お 、 本 願 で は in vitro診 断 と は 血 液 診 断 、 血 清 診 断 、 血 漿 診 断 な ど
、 一 旦 体 内 か ら 取 り 出 し た Ｉ ｇ Ｅ を 含 む 体 液 に よ る 診 断 を 指 す も の と す る 。 ま た 、 本 願 で
い う 、 即 時 型 小 麦 ア レ ル ギ ー と は 小 麦 を 摂 取 す る の み で （ 運 動 負 荷 無 し で ） 蕁 麻 疹 等 の ア
レ ル ギ ー 症 状 を 呈 す る 疾 患 の こ と を い う も の と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 即 時 型 小 麦 ア レ ル ギ ー の in vitro診 断 に 際 し て の 、 Ｈ
Ｍ Ｗ － グ ル テ ニ ン お よ び ω － ５ グ リ ア ジ ン の 使 用 で あ る 。 す な わ ち 、 請 求 項 ２ に か か る 発
明 に よ れ ば 、 即 時 型 小 麦 ア レ ル ギ ー 患 者 、 特 に 、 小 麦 依 存 性 運 動 誘 発 ア ナ フ ィ ラ キ シ ー 患
者 を 最 大 限 発 見 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 即 時 型 小 麦 ア レ ル ギ ー の in vitro診 断 に 際 し て の 、 配
列 番 号 １ ～ ３ に 記 載 の ３ 種 の ペ プ チ ド す べ て の 使 用 で あ る 。 す な わ ち 、 請 求 項 ３ に か か る
発 明 に よ れ ば 、 少 な く と も Ｈ Ｍ Ｗ － グ ル テ ニ ン が 発 症 主 原 因 で あ る 患 者 、 特 に 、 小 麦 依 存
性 運 動 誘 発 ア ナ フ ィ ラ キ シ ー 患 者 を 効 率 的 に 発 見 可 能 と な る 。 こ こ で 効 率 的 に と は 、 擬 陽
性 ま た は 擬 陰 性 と 判 断 さ れ る 可 能 性 が 小 さ く な る こ と を い う 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 即 時 型 小 麦 ア レ ル ギ ー の in vitro診 断 に 際 し て の 、 配
列 番 号 １ ～ １ ０ に 記 載 の １ ０ 種 の ペ プ チ ド す べ て の 使 用 で あ る 。 す な わ ち 、 請 求 項 ４ に か
か る 発 明 に よ れ ば 、 即 時 型 小 麦 ア レ ル ギ ー 患 者 、 特 に 、 小 麦 依 存 性 運 動 誘 発 ア ナ フ ィ ラ キ
シ ー 患 者 を 最 も 効 率 的 か つ 高 感 度 に 発 見 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 即 時 型 小 麦 ア レ ル ギ ー の in vitro診 断 に 際 し て の 、 少
な く と も 配 列 番 号 ２ ， ３ ， ４ お よ び ５ に 記 載 の ４ 種 の ペ プ チ ド す べ て の 使 用 で あ る 。 す な
わ ち 、 請 求 項 ５ に か か る 発 明 に よ れ ば 、 即 時 型 小 麦 ア レ ル ギ ー 、 特 に 、 小 麦 依 存 性 運 動 誘
発 ア ナ フ ィ ラ キ シ ー の 簡 易 診 断 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 は 、 小 麦 依 存 性 運 動 誘 発 ア ナ フ ィ ラ キ シ ー の in vitro診 断
へ の 使 用 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 使 用 で あ る 。 す な
わ ち 、 請 求 項 ６ に か か る 発 明 に よ れ ば 、 小 麦 依 存 性 運 動 誘 発 ア ナ フ ィ ラ キ シ ー 患 者 を 被 験
者 の 負 担 が 少 な く 発 見 可 能 と な る 。
発 見 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 発 明 は 、 Ｈ Ｍ Ｗ － グ ル テ ニ ン を 抗 原 と し て 使 用 し た 即 時 型 小 麦
ア レ ル ギ ー の 診 断 キ ッ ト で あ る 。 す な わ ち 、 請 求 項 ７ に か か る 発 明 に よ れ ば 、 少 な く と も
Ｈ Ｍ Ｗ － グ ル テ ニ ン が 発 症 主 原 因 で あ る 患 者 、 特 に 、 小 麦 依 存 性 運 動 誘 発 ア ナ フ ィ ラ キ シ
ー 患 者 を 発 見 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 発 明 は 、 ω － ５ グ リ ア ジ ン お よ び Ｈ Ｍ Ｗ － グ ル テ ニ ン を 抗 原 と
し て 使 用 し た 即 時 型 小 麦 ア レ ル ギ ー の 診 断 キ ッ ト で あ る 。 す な わ ち 、 請 求 項 ８ に か か る 発
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明 に よ れ ば 、 即 時 型 小 麦 ア レ ル ギ ー 患 者 、 特 に 、 小 麦 依 存 性 運 動 誘 発 ア ナ フ ィ ラ キ シ ー 患
者 を 最 大 限 発 見 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 発 明 は 、 配 列 番 号 １ ～ ３ に 記 載 の ３ 種 の ペ プ チ ド す べ て を 抗 原
と し て 使 用 し た 即 時 型 小 麦 ア レ ル ギ ー の 診 断 キ ッ ト で あ る 。 す な わ ち 、 請 求 項 ９ に か か る
発 明 に よ れ は 、 少 な く と も Ｈ Ｍ Ｗ － グ ル テ ニ ン が 発 症 主 原 因 で あ る 患 者 、 特 に 、 小 麦 依 存
性 運 動 誘 発 ア ナ フ ィ ラ キ シ ー 患 者 を 効 率 的 に 発 見 可 能 と な る 。 こ こ で 効 率 的 に と は 、 擬 陽
性 ま た は 擬 陰 性 と 判 断 さ れ る 可 能 性 が 小 さ く な る こ と を い う 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 発 明 は 、 配 列 番 号 １ ～ １ ０ に 記 載 の １ ０ 種 の ペ プ チ ド す べ て
を 抗 原 と し て 使 用 し た 即 時 型 小 麦 ア レ ル ギ ー の 診 断 キ ッ ト で あ る 。 す な わ ち 、 請 求 項 １ ０
に か か る 発 明 に よ れ ば 、 即 時 型 小 麦 ア レ ル ギ ー 患 者 、 特 に 、 小 麦 依 存 性 運 動 誘 発 ア ナ フ ィ
ラ キ シ ー 患 者 を 最 も 効 率 的 か つ 高 感 度 に 発 見 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 発 明 は 、 少 な く と も 配 列 番 号 ２ ， ３ 、 ４ お よ び ５ に 記 載 の ４
種 の ペ プ チ ド す べ て を 抗 原 と し て 使 用 し た 即 時 型 小 麦 ア レ ル ギ ー の 診 断 キ ッ ト で あ る 。 す
な わ ち 、 請 求 項 １ １ に か か る 発 明 に よ れ ば 、 即 時 型 小 麦 ア レ ル ギ ー 、 特 に 、 小 麦 依 存 性 運
動 誘 発 ア ナ フ ィ ラ キ シ ー の 簡 易 診 断 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 発 明 は 、 即 時 型 小 麦 ア レ ル ギ ー が 小 麦 依 存 性 運 動 誘 発 ア ナ フ
ィ ラ キ シ ー で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ ～ １ １ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 診 断 キ ッ ト で
あ る 。 す な わ ち 、 請 求 項 １ ２ に か か る 発 明 に よ れ ば 、 小 麦 依 存 性 運 動 誘 発 ア ナ フ ィ ラ キ シ
ー 患 者 を 被 験 者 の 負 担 が 少 な く 発 見 可 能 と な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 小 麦 依 存 性 運 動 誘 発 ア ナ フ ィ ラ キ シ ー の 有 無 を 含 み 、 即 時 型 小 麦 ア レ
ル ギ ー の 有 無 を 被 験 者 の 負 担 が 少 な く か つ 高 感 度 で 診 断 で き る よ う に な る 。 ま た 、 本 発 明
に よ れ ば 、 小 麦 依 存 性 運 動 誘 発 ア ナ フ ィ ラ キ シ ー の 有 無 を 含 み 、 即 時 型 小 麦 ア レ ル ギ ー の
有 無 を 被 験 者 の 負 担 が 少 な く か つ 簡 易 に 診 断 で き る よ う に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
（ 小 麦 依 存 性 運 動 誘 発 ア ナ フ ィ ラ キ シ ー に 対 す る 抗 原 タ ン パ ク 質 の 絞 込 み ）
　 ま ず 、 負 荷 誘 発 試 験 に よ り 小 麦 依 存 性 運 動 誘 発 ア ナ フ ィ ラ キ シ ー と 確 定 さ れ て い る 患 者
１ ７ 名 を 被 験 者 と し て 、 小 麦 の ど の タ ン パ ク 質 が 抗 原 で あ る の か を 決 定 す る こ と と し た 。
そ こ で 、 小 麦 粉 か ら 、 α － グ リ ア ジ ン 、 β － グ リ ア ジ ン 、 γ － グ リ ア ジ ン 、 ω － ５ グ リ ア
ジ ン 、 ω － １ ， ２ グ リ ア ジ ン 、 お よ び 、 Ｈ Ｍ Ｗ － グ ル テ ニ ン 、 Ｌ Ｍ Ｗ （ Ｌ ｏ ｗ 　 Ｍ ｏ ｌ ｅ
ｃ ｕ ｌ ａ ｒ 　 Ｗ ｅ ｉ ｇ ｈ ｔ ） － グ ル テ ニ ン を 、 分 子 サ イ ズ 排 除 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー お よ び
イ オ ン 交 換 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー を 用 い て 精 製 し た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 つ い で 、 精 製 各 種 グ リ ア ジ ン お よ び グ ル テ ニ ン を Ｐ Ｖ Ｄ Ｆ メ ン ブ レ ン （ Millipore社 製
） に ス ポ ッ ト し 、 こ れ に １ ０ ％ 患 者 血 清 を 反 応 さ せ た 。 続 い て 、 メ ン ブ レ ン に 結 合 し た Ｉ
ｇ Ｅ 抗 体 を 、 西 洋 ワ サ ビ ペ ル オ キ シ ダ ー ゼ 標 識 抗 ヒ ト Ｉ ｇ Ｅ 抗 体 （ バ イ オ ソ ー ス 社 製 ） お
よ び ECL-Plus Western blot detection regent（ ア マ シ ャ ム ・ バ イ オ サ イ エ ン ス 社 製 ） を
用 い て 検 出 し た 。 こ の と き 、 ス ポ ッ ト 強 度 を 画 像 解 析 ソ フ ト で あ る ゲ ル プ ロ ア ナ ラ イ ザ ー
（ GelPro analyzer： Media Cybernetics社 製 ） に て 数 値 化 し 、 血 清 Ｉ ｇ Ｅ の 反 応 性 を 解 析
す る こ と と し た 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 １ は 、 負 荷 誘 発 試 験 に よ り 小 麦 依 存 性 運 動 誘 発 ア ナ フ ィ ラ キ シ ー と 確 定 さ れ て い る 患
者 １ ７ 名 に つ い て 、 小 麦 中 の 各 タ ン パ ク 質 に 対 す る Ｉ ｇ Eの 反 応 強 度 を 示 し た 図 で あ る 。
図 よ り 、 患 者 番 号 ４ 、 １ １ 、 １ ３ お よ び １ ７ の ４ 名 は Ｈ Ｍ Ｗ － グ ル テ ニ ン に 、 残 り の １ ３
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名 は ω － ５ グ リ ア ジ ン に 最 も 強 く 反 応 す る こ と が 確 認 で き た 。 な お 、 図 中 の 単 位 は 積 算 光
学 強 度 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
（ Ｈ Ｍ Ｗ － グ ル テ ニ ン の Ｉ ｇ Ｅ 結 合 エ ピ ト ー プ の 同 定 ）
　 次 に 、 こ の Ｈ Ｍ Ｗ － グ ル テ ニ ン に 反 応 す る Ｉ ｇ Ｅ 抗 体 を 保 有 す る ４ 名 の 患 者 の 血 清 を 再
度 準 備 し 、 Ｉ ｇ Ｅ 結 合 エ ピ ト ー プ 配 列 を 確 定 す る 作 業 を 行 っ た 。 初 め に 、 既 に デ ー タ ベ ー
ス に 登 録 さ れ て い る Ｈ Ｍ Ｗ － グ ル テ ニ ン の ア ミ ノ 酸 配 列 を 基 に 、 １ ４ 長 ペ プ チ ド を 、 ア ミ
ノ 酸 の 重 複 長 を ７ 長 と し て SPOTsメ ン ブ レ ン （ シ グ マ ジ ェ ノ シ ス 社 製 ） 上 に 合 成 し 、 計 １
１ ６ 本 の ペ プ チ ド ア レ イ を 作 製 し た 。 Ｈ Ｍ Ｗ － グ ル テ ニ ン の 配 列 を 配 列 表 １ １ に 示 し た 。
ま た 、 図 ２ に 、 １ ４ 長 × １ １ ６ 本 の ペ プ チ ド ア レ イ の 対 応 図 を 示 し た 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 作 製 し た メ ン ブ レ ン を １ ０ ％ 患 者 血 清 と 反 応 さ せ 、 結 合 し た Ｉ ｇ Ｅ 抗 体 を 同 様 に 西 洋 ワ
サ ビ ペ ル オ キ シ ダ ー ゼ 標 識 抗 ヒ ト Ｉ ｇ Ｅ 抗 体 お よ び ECL-Plus Western blot detection re
gentに て 検 出 し た 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ３ は 、 ４ 人 の 患 者 の Ｉ ｇ Ｅ 抗 体 反 応 結 果 で あ る 。 図 中 、 写 真 は ８ マ ス × １ ５ 列 の メ ン
ブ レ ン で あ り 、 左 右 の 数 字 は １ ４ 長 ペ プ チ ド の 番 号 を 示 し て い る 。 ま た 、 写 真 下 は 、 血 清
と 反 応 し た ペ プ チ ド の 番 号 と そ の ア ミ ノ 酸 配 列 を 示 し て い る 。 特 異 的 に 血 清 Ｉ ｇ Ｅ が 結 合
し た ペ プ チ ド を 位 置 決 め す る と 、 ４ 人 す べ て の 患 者 に Ｑ Ｑ Ｓ Ｇ Ｑ Ｇ Ｑ （ 配 列 番 号 ３ ） が 含
ま れ 、 ま た 、 患 者 １ と 患 者 ４ に は 、 そ れ ぞ れ 、 Ｑ Ｑ Ｐ Ｇ Ｑ （ 配 列 番 号 １ ） 、 お よ び 、 Ｑ Ｑ
Ｐ Ｇ Ｑ Ｇ Ｑ Ｑ （ 配 列 番 号 ２ ） が 含 ま れ て い た 。 従 っ て 、 こ れ ら が 、 Ｉ ｇ Ｅ 抗 体 と 結 合 す る
エ ピ ト ー プ で あ る と 想 定 で き た 。 な お 、 血 清 の 代 わ り に 水 を 添 加 し た 場 合 に 検 出 さ れ た ペ
プ チ ド は 除 外 す る こ と と し た （ 図 ４ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 次 に 、 エ ピ ト ー プ で あ る こ と を 確 定 す る た め 、 Ｑ Ｑ Ｐ Ｇ Ｑ （ 配 列 番 号 １ ） と ア ミ ノ 酸 配
列 Ｑ Ｑ Ｐ Ｇ Ｑ Ｇ Ｑ Ｑ （ 配 列 番 号 ２ ） と を 含 む ペ プ チ ド 番 号 １ ７ （ 図 ２ お よ び 配 列 番 号 １ １
参 照 ） 、 お よ び 、 Ｑ Ｑ Ｓ Ｇ Ｑ Ｇ Ｑ （ 配 列 番 号 ３ ） を 含 む ペ プ チ ド 番 号 ６ ９ （ 図 ２ お よ び 配
列 番 号 １ １ 参 照 ） に つ い て 、 前 後 を 欠 失 さ せ た も の を メ ン ブ レ ン 上 に 合 成 し 、 患 者 血 清 Ｉ
ｇ Ｅ と の 反 応 性 を 比 較 し た 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ５ は 、 ペ プ チ ド 番 号 １ ７ お よ び ペ プ チ ド 番 号 ６ ９ を 用 い た エ ピ ト ー プ 配 列 の 決 定 実 験
の 結 果 を 示 し た 図 で あ る 。 図 中 、 写 真 は 、 ペ プ チ ド １ ７ の 前 端 も し く は 後 端 を 欠 失 さ せ た
１ ４ パ タ ー ン の ペ プ チ ド に 対 す る 反 応 結 果 で あ る 。 な お 、 写 真 横 の 数 字 は パ タ ー ン 番 号 を
、 そ の 右 側 の 配 列 は ペ プ チ ド の ア ミ ノ 酸 配 列 を 示 し て い る 。 図 か ら 明 ら か な よ う に 、 Ｑ Ｑ
Ｓ Ｇ Ｑ Ｇ Ｑ （ 配 列 番 号 ３ ） 、 Ｑ Ｑ Ｐ Ｇ Ｑ （ 配 列 番 号 １ ） 、 お よ び 、 Ｑ Ｑ Ｐ Ｇ Ｑ Ｇ Ｑ Ｑ （ 配
列 番 号 ２ ） は エ ピ ト ー プ 配 列 で あ る こ と が 確 認 で き た 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
（ ω － ５ グ リ ア ジ ン の Ｉ ｇ Ｅ 結 合 エ ピ ト ー プ の 同 定 ）
　 次 に 、 ω － ５ グ リ ア ジ ン に 最 も 強 く 反 応 す る Ｉ ｇ Ｅ 抗 体 を 保 有 す る 患 者 ４ 名 （ 図 １ の 患
者 １ ， ２ ， ３ ， お よ び 、 ５ ） の 血 清 を 用 い て ω － ５ グ リ ア ジ ン の Ｉ ｇ Ｅ 結 合 エ ピ ト ー プ 配
列 を 確 定 す る 作 業 を 行 う こ と と し た 。 ω － ５ グ リ ア ジ ン の 全 長 型 の ア ミ ノ 酸 配 列 は 報 告 さ
れ て い な か っ た の で 、 小 麦 Ｅ Ｓ Ｔ （ Expression Sequence Tag） デ ー タ ベ ー ス に 報 告 さ れ
て い た ω － ５ グ リ ア ジ ン 断 片 の ア ミ ノ 酸 配 列 か ら 、 全 長 型 の ア ミ ノ 酸 配 列 を 推 測 し た 。 こ
の 推 定 ω － ５ グ リ ア ジ ン の ア ミ ノ 酸 配 列 を 基 に 、 １ ３ 長 ペ プ チ ド を 、 ア ミ ノ 酸 の 重 複 長 を
６ 長 と し て SPOTsメ ン ブ レ ン （ シ グ マ ジ ェ ノ シ ス 社 製 ） 上 に 合 成 し 、 計 ６ ６ 本 の ペ プ チ ド
ア レ イ を 作 製 し た 。 推 定 ω － ５ グ リ ア ジ ン の 配 列 を 配 列 表 １ ２ に 示 し た 。 ま た 、 図 ６ に 、
１ ３ 長 の ペ プ チ ド ア レ イ ６ ６ 本 を 示 し た 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 作 製 し た メ ン ブ レ ン を １ ０ ％ 患 者 血 清 と 反 応 さ せ 、 Ｈ Ｍ Ｗ － グ ル テ ニ ン の 時 と 同 様 に 、
結 合 し た Ｉ ｇ Ｅ を 西 洋 ワ サ ビ ペ ル オ キ シ ダ ー ゼ 標 識 抗 ヒ ト Ｉ ｇ Ｅ 抗 体 お よ び ECL-Plus Wes
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tern blot detection regentに て 検 出 し た 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ７ は 、 ４ 人 の 患 者 の Ｉ ｇ Ｅ 抗 体 反 応 結 果 で あ る 。 図 中 、 ４ 名 の 患 者 血 清 Ｉ ｇ Ｅ 抗 体 が
共 通 し て 比 較 的 強 く 反 応 し た ペ プ チ ド は ペ プ チ ド 番 号 ５ ， ８ ， １ ０ ， １ ３ ， １ ８ ， ２ １ ，
２ ３ ， ２ ４ ， ２ ６ ， ２ ８ ， ３ ２ ， ３ ４ ， ３ ６ ， ３ ７ ， ３ ８ ， ３ ９ ， ４ ０ ， ４ １ ， ４ ３ ， ４
５ ， ４ ６ ， ４ ７ ， ４ ９ ， ５ ０ ， ５ １ ， ５ ２ ， ５ ３ ， ５ ４ ， ５ ７ ， ５ ８ ， ６ ０ お よ び ６ ４ で
あ っ た 。 な お 、 ペ プ チ ド 番 号 ６ １ と ６ ２ は 患 者 ３ の Ｉ ｇ Ｅ 抗 体 に の み 結 合 し た 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の 結 果 か ら 特 異 的 に 血 清 Ｉ ｇ Ｅ が 結 合 し た ペ プ チ ド を 位 置 決 め す る と 、 ペ プ チ ド 番 号
１ ０ ， ２ ６ お よ び ４ ３ 中 に 見 ら れ る Ｑ Ｑ Ｉ Ｐ Ｑ Ｑ Ｑ （ 配 列 番 号 ４ ） 、 ペ プ チ ド 番 号 ５ ， ８
， ２ １ ， ３ ２ ， ３ ６ ， ３ ７ ， ３ ９ ， ４ ０ ， ４ ５ ， ４ ６ ， ４ ７ ， ４ ９ ， ５ １ ， ５ ２ ， ５ ３ ，
５ ４ ， ５ ８ お よ び ６ ０ 中 に 見 ら れ る Ｑ Ｑ Ｆ Ｐ Ｑ Ｑ Ｑ （ 配 列 番 号 ５ ） 、 並 び に 、 ペ プ チ ド 番
号 １ ３ ， １ ８ ， ２ ３ ， ２ ４ ， ２ ８ ， ３ ４ ， ４ １ お よ び ５ ０ 中 に 見 ら れ る Ｑ Ｑ Ｌ Ｐ Ｑ Ｑ Ｑ （
配 列 番 号 ８ ） が Ｉ ｇ Ｅ 結 合 エ ピ ト ー プ の 一 部 と し て 予 想 さ れ た 。 さ ら に 、 Ｉ ｇ Ｅ の 反 応 が
強 く 認 め ら れ た ペ プ チ ド 番 号 ３ ８ ， ５ ７ ， ６ １ ， ６ ２ お よ び ６ ４ の ア ミ ノ 酸 配 列 中 に も Ｑ
Ｑ Ｉ Ｐ Ｑ Ｑ Ｑ （ 配 列 番 号 ４ ） ， Ｑ Ｑ Ｆ Ｐ Ｑ Ｑ Ｑ （ 配 列 番 号 ５ ） ， Ｑ Ｑ Ｌ Ｐ Ｑ Ｑ Ｑ （ 配 列 番
号 ８ ） 以 外 の Ｉ ｇ Ｅ 結 合 エ ピ ト ー プ 配 列 が 存 在 す る と 予 想 さ れ た 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の 知 見 を 基 に 、 ペ プ チ ド 番 号 ２ ６ ， ２ ８ ， ３ ８ ， ４ ７ ， ５ ７ ， ６ １ ， ６ ２ お よ び ６ ４
に つ い て 、 Ｈ Ｍ Ｗ － グ ル テ ニ ン と 同 様 に 一 部 欠 失 さ せ た ペ プ チ ド を SPOTsメ ン ブ レ ン 上 に
合 成 し 、 患 者 血 清 Ｉ ｇ Ｅ と の 反 応 性 を 比 較 し た 。 そ の 結 果 、 Ｑ Ｑ Ｉ Ｐ Ｑ Ｑ Ｑ （ 配 列 番 号 ４
） ， Ｑ Ｑ Ｆ Ｐ Ｑ Ｑ Ｑ （ 配 列 番 号 ５ ） ， Ｑ Ｑ Ｌ Ｐ Ｑ Ｑ Ｑ （ 配 列 番 号 ８ ） は Ｉ ｇ Ｅ 結 合 エ ピ ト
ー プ 配 列 で あ る と 確 認 で き た 。 さ ら に 、 Ｑ Ｑ Ｓ Ｐ Ｑ Ｑ Ｑ （ 配 列 番 号 ７ ） ， Ｑ Ｑ Ｓ Ｐ Ｅ Ｑ Ｑ
（ 配 列 番 号 ６ ） ， Ｑ Ｑ Ｙ Ｐ Ｑ Ｑ Ｑ （ 配 列 番 号 ９ ） ， Ｐ Ｙ Ｐ Ｐ （ 配 列 番 号 １ ０ ） も Ｉ ｇ Ｅ 結
合 エ ピ ト ー プ で あ る こ と が 明 ら か と な っ た 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
（ 小 麦 依 存 性 運 動 誘 発 ア ナ フ ィ ラ キ シ ー 患 者 血 清 Ｉ ｇ Ｅ の エ ピ ト ー プ に 対 す る 反 応 性 の 検
討 ）
　 次 に 、 負 荷 試 験 に よ り 確 定 診 断 さ れ た 小 麦 依 存 性 運 動 誘 発 ア ナ フ ィ ラ キ シ ー 患 者 ２ ８ 名
の 血 清 が 、 上 記 手 法 に よ り 決 定 さ れ た １ ０ 種 の エ ピ ト ー プ 配 列 に 対 し て ど の よ う に 反 応 す
る か を 調 べ た 。 図 ８ に 結 果 を 示 す 。 図 示 し た よ う に 、 す べ て の 患 者 は 、 何 れ か の エ ピ ト ー
プ 配 列 に 結 合 す る Ｉ ｇ Ｅ 抗 体 を 保 有 し て い た 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 な お 、 図 中 の 最 下 段 は 、 従 来 、 診 断 に 有 効 で あ る と さ れ て い た グ ル テ ン 特 異 的 Ｉ ｇ Ｅ 検
査 結 果 を 示 し て い る 。 従 来 検 査 で は 、 陽 性 判 定 数 値 と さ れ る ０ ． ３ ５ を 超 え ず 、 陰 性 と 判
定 さ れ て し ま っ て い た 患 者 ８ 名 （ 図 ８ 中 の 患 者 番 号 １ ， ８ ， １ ３ ， １ ６ ， １ ８ ， １ ９ ， ２
３ お よ び ２ ４ ） に 関 し て も 、 本 試 験 で は 陽 性 と 判 定 さ れ 、 感 度 が 高 い こ と が 確 認 で き た 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 従 っ て 、 小 麦 依 存 性 運 動 誘 発 ア ナ フ ィ ラ キ シ ー の 発 症 可 能 性 の 有 無 に 関 し て は 、 被 験 者
の 血 液 を 用 い て 、 配 列 番 号 １ ～ １ ０ に 記 載 の ペ プ チ ド と 反 応 す る か 否 か に よ っ て 判 定 可 能
と な る 。 診 断 キ ッ ト と し て 適 用 も 可 能 で あ り 、 担 体 に 配 列 番 号 １ ～ １ ０ の ペ プ チ ド を 結 合
さ せ た も の 作 製 し て も よ い 。 用 法 と し て は 、 被 験 者 の 血 清 を 診 断 キ ッ ト に 滴 下 し 、 所 定 時
間 経 過 後 血 清 を 洗 い 流 し 、 Ｉ ｇ Ｅ 抗 体 反 応 が あ っ た 場 合 に の み 反 応 す る 試 薬 を 滴 下 す る 方
法 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 な お 、 図 ８ か ら 明 ら か な よ う に 、 ２ ８ 名 の 患 者 は 、 Ｈ Ｍ Ｗ － グ ル テ ニ ン と ω － ５ グ リ ア
ジ ン の 何 れ か に も し く は 何 れ も に Ｉ ｇ Ｅ 抗 体 を 有 す る が 、 Ｈ Ｍ Ｗ － グ ル テ ニ ン に 対 し て Ｉ
ｇ Ｅ 抗 体 を 有 す る 患 者 は 必 ず Ｑ Ｑ Ｐ Ｇ Ｑ Ｇ Ｑ Ｑ （ 配 列 番 号 ２ ） ま た は Ｑ Ｑ Ｓ Ｇ Ｑ Ｇ Ｑ （ 配
列 番 号 ３ ） に 反 応 し 、 ω － ５ グ リ ア ジ ン に 対 し て Ｉ ｇ Ｅ 抗 体 を 有 す る 患 者 は 必 ず Ｑ Ｑ Ｉ Ｐ
Ｑ Ｑ Ｑ （ 配 列 番 号 ４ ） お よ び Ｑ Ｑ Ｆ Ｐ Ｑ Ｑ Ｑ （ 配 列 番 号 ５ ） に 反 応 す る 。 従 っ て 、 配 列 番
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号 ２ ， ３ 、 ４ お よ び ５ の ペ プ チ ド を 用 い た 簡 易 診 断 キ ッ ト と し て の 応 用 も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 小 麦 依 存 性 運 動 誘 発 ア ナ フ ィ ラ キ シ ー 患 者 で あ れ ば 、 そ の Ｉ ｇ Ｅ 抗 体 が 必 ず 配 列
番 号 １ ～ １ ０ の い ず れ か に 記 載 の エ ピ ト ー プ に 結 合 す る が 、 逆 に 、 並 列 番 号 １ ～ １ ０ の い
ず れ か の エ ピ ト ー プ に 結 合 す る Ｉ ｇ Ｅ 抗 体 を 有 す る 人 が 、 必 ず し も 、 小 麦 依 存 性 運 動 誘 発
ア ナ フ ィ ラ キ シ ー 患 者 で は な く 、 発 症 に 特 に 運 動 負 荷 を 必 要 と し な い 即 時 型 小 麦 ア レ ル ギ
ー 患 者 で あ る 場 合 が あ る 。 実 際 に 、 ω － ５ グ リ ア ジ ン は 即 時 型 小 麦 ア レ ル ギ ー の 原 因 抗 原
と し て も 報 告 さ れ て い る （ 非 特 許 文 献 ４ ） 。 従 っ て 、 配 列 番 号 １ ～ １ ０ の い ず れ か に 記 載
の エ ピ ト ー プ 配 列 を 含 む ペ プ チ ド な い し タ ン パ ク 質 を 用 い て 、 一 般 的 な 即 時 性 小 麦 ア レ ル
ギ ー の 診 断 も 可 能 で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 自 覚 症 状 の な い 潜 在 的 な 小 麦 依 存 性 運 動 誘 発 ア ナ フ ィ ラ キ シ ー 患 者 を
発 見 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
【 図 １ 】 負 荷 誘 発 試 験 に よ り 小 麦 依 存 性 運 動 誘 発 ア ナ フ ィ ラ キ シ ー と 確 定 さ れ て い る 患 者
１ ７ 名 に つ い て 、 小 麦 中 の 各 タ ン パ ク 質 に 対 す る 反 応 強 度 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 Ｈ Ｍ Ｗ － グ ル テ ニ ン 由 来 の １ ４ 長 × １ １ ６ 本 の ペ プ チ ド ア レ イ の 対 応 図 を 示 し た
図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ４ 人 の 患 者 の Ｈ Ｍ Ｗ － グ ル テ ニ ン 由 来 の ペ プ チ ド に 対 す る Ｉ ｇ Ｅ 抗 体 反 応 結 果 を
示 し た 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 血 清 の 代 わ り に 水 を 添 加 し た 場 合 の 反 応 結 果 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 ペ プ チ ド １ ７ お よ び ペ プ チ ド ６ ９ を 用 い た エ ピ ト ー プ 配 列 の 決 定 実 験 の 結 果 を 示
し た 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 ω ― ５ グ リ ア ジ ン 由 来 の １ ３ 長 × ６ ６ 本 の ペ プ チ ド ア レ イ の 対 応 図 を 示 し た 図 で
あ る 。
【 図 ７ 】 ４ 人 の 患 者 の ω － ５ グ リ ア ジ ン 由 来 の ペ プ チ ド に 対 す る Ｉ ｇ Ｅ 抗 体 反 応 結 果 を 示
し た 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 小 麦 依 存 性 運 動 誘 発 ア ナ フ ィ ラ キ シ ー 試 験 の 陽 性 患 者 ２ ８ 名 の 血 清 を 用 い て 同 定
し た エ ピ ト ー プ 配 列 と 個 々 の 患 者 の 反 応 結 果 と を 示 し た 図 で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ － １ 】 【 図 ３ － ２ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】

【 配 列 表 】
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